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チュウサギ Egretta intermedia intermedia

生息分布

環境省レッドリストの記載：準絶滅危惧（NT）

特徴

 全長は約70cm。全身は純白。夏羽では嘴（くち
ばし）は黒く、目先が黄色ですが、冬羽では黄色
で先が黒くなります。あしの指は黒色です1)。

 水田や湿地などで餌を捕ります。

 日本には夏鳥として渡来し、本州～九州で繁殖し
ます2) 。集団繁殖地（コロニー）には、他のサギ
類も集まります。

中鷺

保全に向けて

 生きものの豊かな水田を守ることが、餌場の確保
につながります。

人との関わり

 害虫を食べます。

 大きな繁殖コロニーの近くでは、鳴き声による
騒音や糞の悪臭が問題になることがあります。

 姫路城が「白鷺城」と呼ばれているように、
シラサギはなじみ深い鳥です。

生態系における位置付け

 大型の捕食者で、ドジョウやカエルなどを食べます。

近縁種

 ダイサギは、大きくて（全長約90cm）、首と足
が長く、嘴（くちばし）も長いのが特徴です1) 。

 コサギは、やや小さくて（全長約60cm）、足指
が黄色いのが特徴です1) 。

ドジョウ

複数種のサギが集まる集団繁殖地

生息が確認されて
いる都道府県

レッドデータブック
などに記載がある
都道府県

チュウサギは、もう少し季節が進むと日本に飛来するシラサギです。シラサギの仲間にはダイサギ、

チュウサギ、コサギなどがいて、大きさやくちばしの色、あしの指の色などで見分けます。ただし、

くちばしの色は季節で変わるので要注意です。

チュウサギは、餌になる魚やカエル、昆虫などの減少、さらに繁殖地となる竹林や雑木林の開発に

よって、1970年頃から個体数が急激に減少しました。ほ場整備が行なわれた、生きものが少ない水田

には、チュウサギがあまり飛来しないという報告もあります。魚やカエル生きものの豊かな水田を守る

ことが、餌場の確保につながります。

農村の生き物たち
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